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中期計画活動方針 活動期間（2016年度～2020年度）

基本理念
自主・自立、
共働・共助

基本ビジョン
地域で支え合う共助社会に
より、時代に合った地域づ
くりを実現して、住み易い
　まちづくりに貢献する

基本コンセプト
高齢者が、生涯現役を目
指して、ワクワク感で
　日々の生活をする

スローガン
高齢者の生き方を
プロデュースする!!

皆
様

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
私
達
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す

市
民
の
皆
様
、
行
政
の
皆
様
そ
し
て
、
企
業
・
施

設
等
の
皆
様
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
す
る
事

を
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
と
同
時
に
、

新
し
き
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝
で
ご

多
幸
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
当
た
り
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎

え
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
就
労
を
通
し
て
可
能
な
限

り
、
地
域
包
括
社
会
（
地
域
の
課
題
は
、
地
域
で
解

決
す
る
社
会
）
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、„
市
民
に
愛
さ
れ
・
信

頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
“
の
更
な
る
向
上
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
„
市
民
に
愛
さ
れ
・
信

頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
“
に
向
け
た
活
動
に
お
い
て
、

顕
著
な
成
果
と
な
っ
て
き
て
い
る
事
項
を
左
記
に
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、
会
員
が
年
々
、
増
加
し
て
い
る

　
　平
成
28
年
度
ま
で
、
会
員
は
、
毎
年
、
減
少
し
て

　
　い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
度
以
降
は
、
毎
年
、
会

　
　員
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
毎
年
40
名
近

　
　く
の
会
員
が
体
力
の
限
界
等
で
辞
め
て
い
ま
す
が
、

　
　そ
れ
を
上
回
る
方
が
入
会
し
て
い
る
の
で
す
。

２
、 

Ｈ
Ｃ
Ｂ （
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　ビ
ジ
ネ
ス
）
の
顧
客
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る

　Ｈ
Ｃ
Ｂ
は
、
託
児
・
保
育
・
児
童
・
介
護
な
ど
人

　
　に
係
わ
る
事
業
の
こ
と
で
す
が
、
各
関
連
施
設
や

　
　行
政
か
ら
の
様
々
な
仕
事
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま

　
　す
。
そ
の
こ
と
は
、
会
員
の
人
生
経
験
を
活
か
し

　
　た
仕
事
ぶ
り
が
、
評
価
さ
れ
た
証
で
あ
り
ま
す
。

理 

事 

長

　三

　木

　義

　男

年
頭
挨
拶

〝
市
民
に
愛
さ
れ・信
頼
さ
れ
る

　
　 シ
ル
バ
ー
〞へ
の
更
な
る
向
上
‼

３
、
企
業
回
り
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
て
き

　
　て
い
る

　世
間
一
般
と
し
て
労
働
力
不
足
で
あ
り
、
そ
の
補
完

　
　と
し
て
経
験
豊
か
な
高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て

　
　い
ま
す
。
実
態
と
し
て
、
会
員
の
企
業
経
験
で
培
っ

　
　た
品
質
管
理
等
を
活
か
し
た
働
き
振
り
が
、
企
業
へ

　
　の
高
い
満
足
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
、
女
性
「
小
物
つ
く
り
サ
ー
ク
ル
（
愛
称
：
ち
く
ち
く

　
　手
芸
ク
ラ
ブ
）」
が
創
設
さ
れ
た

　当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
女
性
会
員
増
が
急
務
と
な
っ

　
　て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
下
、
機
を
得
た
よ
う
に
女

　
　性
の
小
物
つ
く
り
サ
ー
ク
ル
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　現
在
、
約
10
名
の
方
が
毎
週
集
ま
り
独
創
的
な
作
品

　
　づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
販
売
に
お
い
て
は
、

　
　完
売
状
況
で
す
。

５
、  

独
自
事
業
「
門
松
事
業
、
シ
ル
バ
ー
農
園
事
業
」
が
、

　
　躍
進
し
て
い
る

　門
松
事
業
は
、
売
上
増
傾
向
が
続
き
、
企
業
・
施
設

　
　等
か
ら
の
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

　
　ル
バ
ー
農
園
事
業
も
梅
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
芋
、

　
　キ
ャ
ベ
ツ
、
か
ぼ
ち
ゃ
等
の
収
穫
物
に
お
い
て
、
高

　
　品
質
等
の
差
別
化
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
ブ
ラ
ン
ド
化
も

　
　浸
透
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
が
、
理
事
長
に
就
任
し
て
約
３
年
半
と
な

り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、„
市
民
に
愛
さ
れ
る
シ
ル

バ
ー
“
を
目
指
し
て
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、„
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
シ
ル

バ
ー
“
に
向
か
い
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
・

安
全
に
ご
留
意
さ
れ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
切
に
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ウォーキングセミナー 「高齢者の生き方」シンポジウム
元宝塚の穂高ゆうさんを講師に招いて、「い
つまでも若々しく! すぐにできる美しい姿
勢とウォーキング」をテーマに行いました。

小倉駅で近隣のセ
ンターが集いシル
バー事業のＰＲを
行いました。当セン
ターは手づくりの
小物と野菜を販売
しました。

今年1年の無事故
を願って安全委員
と事務局で正八幡
宮に行ってきまし
た。

10月のシルバー普及促進啓発月間にあわ
せて、道路沿いのゴミ拾いを行いました。

ボランティア活動

独　自
事業活動

シルバーフェスタ北九州

安全祈願祭

門松製作
シルバー農園

活
動
状
況

HCB（ヒューマン コミュニケーション ビジネス）とは、人（幼児・児童・高齢者・障がい者など）に関わ
る仕事の総称です。女性・ホワイトカラー退職者の就労職域として積極的に新規開拓を進めています。

№
1
2
3
4
5
6

就業人員
7  
14  
20  
8  
10  
3  

（内）女性
7  
14  
3  
0  
10  
1  

　　 業　　種
高齢者生活援助
家事援助
児童クラブ
支援学校添乗業務
保育園補助
デイサービス

サービス対象者
高齢者
一般、高齢者
児童
障がい者（児童）
幼児
高齢者

　　 業　務　内　容
家庭内清掃、買物等の支援
家庭内清掃
小学校の学童保育
障がい学校の送迎バス添乗
清掃、託児、調理
送迎、見守りなど

（纏め）6業種、 就業人数（62人）、 女性比率（51.6％）　　　　　 　合計   62人  35人

「自己流の生き
ぬく術」をテー
マに5人のパネ
ラーを招きパ
ネルディスカッ
ションを行い
ました。

連載「随想（第二回）」

行橋市シルバー人材センター　理事長　三 木  義 男

「高齢者就労の意義・必要性」を実践現場から再認識！

私は、 現在ＪＡ福岡京築の文書メール集配業

務の班長として就業しています。

ＪＡ文書メール班は自動車運転に慎重な下

畑・木村・森川・一安さんと私 江藤の5名で1ヶ

月間の運転業務を交代シフトで行っています。

業務は、 ＪＡ福岡京築の本店・事業所間にお

ける業務文章等の受渡しをＪＡの自動車で行な

う為、 就業者は交通ルールを遵守し、 安全運

転に努める様、 体調

管 理に気をつけて

日々の生活を送って

います。

昨年の春、 友人と一緒に行ったシルバーで思

わず入会。 初仕事はパンフ折り。

男女各10名程。 年齢も様々で、 おしゃべりし

ながら楽しく仕事した５日間。

その後、 会社の清掃業務を経て、 現在は主に

保育園の清掃、 託児の仕事をしています。

１日２時間なので、 疲れもなく、 ここで初めて

会った会員の方と2人1組で、 話し合いながら、

仕事をしています。 適度な運動で以前より健康

になりました。 それに何よりも子供たちの声を

聞き、 笑顔が見れて労働なのに幸せな気持ちに

させてもらっています。

延永校区　江  藤　健  治 行橋校区　清  松　弘  恵

　行橋市シルバー人材センターの主な事業目的は高齢者就労であり、地域包括社会（地域の課題は、地域で
解決する社会）の実現に向けた役割をもっています。
　私は、「現場主義」に基づいて実践現場の視察から「高齢者就労の意義・必要性」を再認識する機会が多々
ありました。ここに、その事例を紹介することで高齢者の就労意欲の向上に繋がれば、この上なく幸いに存
じます。

事例１　 “働かずに家にいたら老け込んでしまう！”
　　　　男性会員が、「妻から歳だからシルバーの仕事を辞めたら」と言われる。しかし、会員の方は、「シ
　　　　ルバーを辞めて家にいたら仲間との会話もなくなり、体を動かすこともないので、精神的、肉体的
　　　　にも老け込んで、気力がなくなってしまう」と反論している。
　　【再認識】「社会参加」 することで、職場仲間との一体感、コミュニケーションをとることが、“心身の
　　　　　　  元気の源” になるのです。
事例２　 “お金が入ることが嬉しい！”
　　　　高齢者生活援助をしている女性の会員から「この歳で働き、お金が入ってくることが嬉しいですね」
　　　　と聞きました。
　　【再認識】今の日本社会は、労働力不足状態ですので、高齢者の働く職種も多くありますので、「生涯
　　　　　　 現役」 を意識すれば、働く機会は幾らでもあります。
事例３　 “働きながら健康を維持することができる！”
　　　　男性会員が「駐車場清掃をしながら歩くことで、健康を維持でき一挙両得ですね」と聞きました。
　　【再認識】仕事は、日時が決められているので、継続した運動となる。一般論で、高齢者の働いている
　　　　　　 人と働いていない人では、病院にかかる率が前者は後者の58％と言われており、「健康寿命」
　　　　　　 を延ばすことにもなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）
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編
集
後
記

２
０
２
０
年
の
子
の
年
は
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
つ
つ
今
後

の
道
を
計
画
す
る
の
に
よ
い
年

だ
そ
う
で
す
。
計
画
は
す
ぐ
に

芽
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
５
年
後
、
10
年
後
に
振

り
返
っ
た
と
き
に
、
２
０
２
０

年
が
そ
の
出
発
の
年
に
な
っ
て

い
た
と
思
え
る
よ
う
な
年
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
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孝
之

理

　
　事

　滝本

　
　

 

浄

理

　
　事

　長畑

　

 

正
日
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豊
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　永井

　

 

崇
敬

　事
務
局
職
員
一
同

謹
賀
新
年

新職員紹介
事務局からのお知らせ

今後の行事予定令和2年度
会費の徴収について昨年11月、センター経理職員が

１名増えました。
名前は、大水 道代さんです。
皆さんよろしくお願いします!

シルバーへの新しい会員＆お仕事の依頼をお待ちしています!

次年度の会費の徴収を2月
から始めます。早めに納め
てくださるようにお願いし
ます。

・校区別交流会 （3月下旬）
・年次安全決起大会 （4月3日）
・市民剪定講習会 （4月上旬）
　・令和2年度定時総会
　　　　　　　   　 （5月下旬）

カラオケ大会

ちくちく手芸クラブ

門松事業慰労会
会員と地域住民の交流も
かねてカラオケ大会を開
催。皆さん日頃鍛えた自
慢ののどを披露していました。

古着を利用してティッシュケースやお手
玉など会員の創意工夫で製作しています。

門松の製作に携わった会員
がお互いの苦労をねぎらい、
慰労会をおこないました。

シルバー
  魅力の

ここが “楽しい”


